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京都大学医学図書館の情報リテラシー教育

１．京都大学医学図書館の情報リテラシー教育

の環境と対象者

京都大学には、中央館である附属図書館以外

に、学部・大学院研究科や研究所などの部局に

50余の図書館・室が設置されている。京都大学

医学図書館（以下、医学図書館という）は、医

学部内の各教室に分散していた図書室の集中化

により、昭和40年に医学部に設置された。附属

図書館と、部局の図書館・室とは常に連動・連

携した相互協力関係をもちながら、独立性・独

自性をもって各々活動している。情報リテラ

シー教育に関しても同様である。

医学図書館の運営には、大学院医学研究科・

医学部・附属病院だけではなく、再生医科学研

究所などの５関係部局も関わっている。これら

の所属者が、医学図書館の入館者の約80％を占

めており、情報リテラシー教育の主な対象者と

して捉えることができる。

Ⅱ、学内の情報リテラシー教育

本学附属図書館では、全学を対象として情報

リテラシー教育を総合的に行っている。１.新入

生歓迎オリエンテーションおよび図書館ツ

アー、２.データベース講習会（講義形式）およ

びデータベース定期講習会（実習形式)、３.文

献収集講座、４.個別対応講習会、５.全学共通科

目「情報探索入門」を柱としている。部局図書

館・室でも独自に情報リテラシー教育を行って

おり、多くの場合、利用者の所属を問わず、ど
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の部局の講習会にも参加できる機会がある。

図書館業務上では、学内図書館・室は、附属

図書館と連動した講習会を行う場合がある。ま

た、５．の全学共通科目の授業のように、配属部

局に関わらず、図書館員が協力してテキスト

『大学生と「情報の活用」：情報探索入門」（京

都大学図書館情報学研究会発行）を作成し、演

習補助として授業に参加するなどの連携協力も

行っている。

Ⅲ、医学図書館の情報リテラシー教育

医学図書館で実施している情報リテラシー教

育は、個人対象の日常的なデスクでのリファレ

ンスは別として､形態別にオリエンテーション、

授業、講習会、オンデマンド講習会に大別する

ことができる（表ｌ）。

オリエンテーションについては、附属病院実

施の医員・研修医対象オリエンテーションの一

部に「医学図書館の利用について」が組み込ま

れ、医学図書館が担当している。

院生・学部生向けの授業は、対象別に、１.社

会健康医学系専攻専門職学位課程ｌ回生、２.医

科学専攻修士課程ｌ回生、３.医学部医学科３回

生の３種類を医学図書館が担当している。情報

検索の基礎のほか、著作権などの情報倫理や文

献入手方法などは共通する内容である。

例えば、１．は、「社会健康医学基礎スキル

Ｉ：文献検索・評価法」のうちの２コマ（180

分）で、授業内容は、医学図書館の利用案内・

各種データベース案内、情報検索の基礎、The

CochraneLibrary、OvidWebGateway、ISI

WebofKnowledge(WebofScience、Journal
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表１．グループ対象の情報リテラシー教育一覧

ヨ寂:』

平成1５（2003）年度平成1６（2004）年度
情報リテラシー教育の内容

回数講師・人数時間(分)回数講師・人数

図書館の利用について(医員･研皆医ｵﾘｴﾝﾃｰｼｮﾝ）１図書館員１１０１図書館員１

０PACの使い方講習会４図書館員 １ ６ ０ ４ 図 書 館 員 １

｢社会健康医学スキル１」
社会健康医学系専攻修士，回生授業１図書館員３９０１図書館員３
SciFinderSchool講習会１化学情報協会１９０１化学情報協会１

１SlDerwentlnnovationslndex講習会－１１SlThomsonScienliiic3+教職員３

オンラインジャーナルの使い方講習会３図書 館員１６０７図書館員１

オンデマンド講習会－ １ 図 書 館 員 １

医中 誌 Ｗ ｅ ｂ 講習会１医学中央雑誌刊 行 会 １ ９ ０ （ 未 定 ）

医科学専攻修士 １ 回 生 授 業 １ 図 書 館員２９０１図書館員３

｢医療情報学」医学部医学科３回生授業一一１図書館員３

PubMed講習会２図書館員１４ ０ ２ 図 書 館 員 １

CochraneLibrary講習会２図書館員１４０２図書館員１

１SlWebofScience講習会１ISlThomsonScieniiiicl90１１SlThomsonScientific

Ovidデータベース利用講習会１代理店１９０１代理店１
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CitationReports、HighlyCited､com)、ＯPAC、

OnlineJoumalなどで、データベース検索演習

も含まれる（ただし、医中誌Ｗｅｂおよび

PubMedについては、別途、教員らにより行わ

れるため、担当時間内では行っていない)。

３．は、「医療情報学」のうちの２コマで、授

業内容は、１．の、TheCochraneLibraryおよ

びISIWebofKnowledgeの代わりに、雑誌記

事索引、医巾誌Web，ＰｕｂＭｅｄを行っている。

データベース検索演習を含め、情報検索や情報

収集の基礎的な部分に重点をおいた授業になっ

ている。

誰習会は、各種データベース別の開催となる

傾向があり、外部データベースの一部には、外

部講師に依頼し、附属図書館や他の部局と連動

して行うものもある。

講習会開催にあたっては、企画準備段階の調

整や開催後のアンケート集計、フオローアップ

が大切となる。また、広報は、講習会内容にあ

わせて、メーリングリスト、ポスター、ホーム

ページ、チラシ、個別メールなどの複数の手段

を用いて、配布・配信範囲、回数、枚数の工夫

などにより大々的に行うことが必要である（図

ｌ）。
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図１．京都大学医学図書館のホームページ

（http:"www､lib､med,kyoto-u､acjp/）

オンデマンド諦習会は、内容・場所・方法な

ど、利川者の要望に応じて行うものである。相

談を受けた段階と実際行った時とでは内容が異

なり、さまざまな質問や応用が派生的に出てく

るという点では、図書館員の専門性、豊富な経

験、資質などが問われる。

情報リテラシー教育は、利用者と情報資源を

結びつける情報ナビゲーション的機能を果たす

ための、図排館職貝の熱意、自己研鐙、主題知

識やスキルの継承などが重要な要素となる。今

後は、教育対象者の拡大、図書館による教育支

援の浸透・定蒲、評価なども課題である。

素岬大学艮競同士縦ｒ雁Rjb錘瞳挫りq7も…蜂話尭，

|挫讐窯窒当Ｉ

一画■

Ｌ

|廻一～｜､1ｆＭｔ０ｄ

、鵜蛎鋤;j洲雛雛諦謡鑑識毒’
9弾下《畷ぃ･認０コW11InI

Ｊ胆腸ｕ

鵬”･叩弱EP1

｡ｌ“Upe弓ＩＣ・〆Ｊ０Ｒ･Ｐ・旦耶５国雫客些峰壁仁｡

｡！…｡令『０１・・ＰＰＶ…･fb-‘･f9･…坤侭斗９－…
ＵＭ４１字o副陣･”●甲吋･恥ER申師

･迦了璽貼角"P?陵…鯉Wd冒

・11岡I‘罰.繭ﾛ､必bwRd嘘曾瓢;rd尿T倉GW8陣Ｗｍ
Ｗｈ鳩bMo馴j障唱唖MIWH13日】

・叫川Qnll1齢21J‐･IGfIけ峰岬琶獅上B泡寺『抽杜whlj
qGO1厚〃角南･Ilb-Ill-･PＩｔＰｕぁ陣四【加坦句･々 姓工皇作」

~ Ｊ ー ｱ ム グ ク ヂ 三 五
『争一ロロ．‘

ご例目 厨零ご弊陛2璽竺宮武子芽

愛』』q4Ce虜b』凹噴


	名称未設定



